
 

 

 

 

 

 

 

地域の支えのお陰で 

 先日、登校の途中に落とし物をしてしまったＡさんが、一人で通学路を逆戻りして落とし物を探しに

行き、通学班から離れてしまうということがありました。ちょうど、その時間帯は登校のピークで、他

の班の子供たちもたくさん歩いていたことから、その班の子たちは、Ａさんが自分たちの班から離れて

しまったことに気がつかなかったようです。学校に着いて、反省会をしようとした時点で、Ａさんがい

ないことに気付き、班長さんたちがとても心配していました。そして、班長さんたちは、不安そうな表

情で、正門にいた私のところに駆け寄ってきて、Ａさんがいなくなったことを伝えました。 

 その時、私は、「大丈夫だよ。防犯パトロール隊の方が、一緒に歩いて連れてきてくださるよ」と声を

かけて班長さんたちを安心させ、教室に向かわせました。私は、昨年度の経験から、防犯パトロール隊

の皆さんが、登校してくる子供の姿が完全になくなるまで、毎朝しっかりと見守ってくださっていると

いうことを確信していたので、班長さんたちにそのように話をしたのです。 

その後、しばらくして、私が思っていた通り、数名の防犯パトロール隊の方がＡさんに付き添って、

正門のところまで一緒に歩いてきてくださいました。Ａさんが無事に登校でき、本当によかったです。 

 私は、男川学区の防犯パトロール隊の皆さんに、全幅の信頼を寄せています。昨年度、登下校中に、

本校の子供たちが一度も大きな事故や事件に巻き込まれることがなかったのも、防犯パトロール隊の皆

さんの見守り活動のお陰です。心より感謝申し上げます。 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、今年度も学区の運動会が中止になり、また、秋の学芸会も

行うことができなくなりました。地域の方々に子供たちの活躍を見ていただく機会が少なくなり、本当

に残念な思いです。しかし、学校は、地域の支えのお陰で、円滑に、安心して日々の生活を送ることが

できます。男川学区の方々が、今後も本校を温かく見守ってくださると幸いです。よろしくお願いいた

します。 
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５月９日（日）、本校体育館に防犯パトロール隊の皆さん

が集まって、防犯講習会が行われました。警察署の方の防犯

や安全についての話に、真剣に耳を傾けてみえました。 

一斉下校の際には、防犯パトロール隊の皆さん

が学校まで来てくださり、地域ごとに子供たちと

一緒に歩いて見守りをしてくださっています。 


